
 
 
 
 
 

SNSを活用した農産物販売研修会の開催 

 

若手農業者等の販路確保に向けて、7月20日にSNS（ソーシャルネットワークサービス）

を活用した農産物販売研修会を開催し、管内新規就農者やファーマーズクラブことのわ会

員など7名が参加しました。 

 

若手農業者の間では、直販率向上による所得向上のための販路確保・拡大の効率化が課

題となっています。これに伴い、SNS を活用した農産物の情報発信や販路開拓を行う農業

者が多数現れています。そこで、SNS の機能を最大限に発揮させ、より効率的に顧客や販

路の確保に繋げられるよう、販売研修会を開催しました。 

研修会では、農業経営支援アドバイザー望月氏から、無料コミュニケーションアプリを

活用した生産物の販売促進や販路確保、知名度上昇に関する手法が説明されました。参加

者は、実際の使用画面を見て、コンテンツの作成方法や情報発信の実例について学ぶこと

で、具体的な活用イメージを持てるようになりました。 

研修会後は、参加者から「教育コンテンツについて知りたい」、「ネット決済に取り組

みたい」という活用に積極的な声が聞かれました。 

当課では今回の研修をはじめ、SNS の活用を検討する農業者に対して、しがの農業経営

支援センターのアドバイザー制度を活用しながら支援をしていきます。 
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